
　王子製紙（株）と日吉津村・日吉津村議会が協働で平成5年度から整備を進
め平成２６年３月に完成した桜堤は、満開時期には約４００ｍの桜のトンネル内
を歩くことができます。村外からお花見に来られる方も増え、写真撮影スポット
にもなっています。

日吉津村

福祉保健課 健康対策室　
課長補佐兼室長  段塚 万琴

作り方のポイント

栄養士紹介

けんぞう’s キッチン
　丸ごと日吉津グラタン

栄養価 (１人分）

材料（4人分）
作り方

エネルギー：
たんぱく質： 　
脂　　　質：

337Kcal
16.0g
14.7g

42.2g
1.2g

　254㎎

炭 水 化 物： 
食塩相当量：
カルシウム：　

①さつま芋は皮付きのまま1㎝厚さのいちょう切りにし
て水にさらし、６００Ｗの電子レンジで３分程度軟らか
くなるまで加熱する。ブロッコリーは小房にほぐし、
６００Ｗの電子レンジで１分３０秒程度加熱する。
②水煮大豆は粗くつぶし、葱は粗みじん、人参は薄めの
いちょう切りにする。

③らっきょうは粗みじんに切り、トマトケチャップ・中濃
ソースと混ぜ合わせておく。

④フライパンに油を熱して人参・葱を炒め、人参に火が
通ったら大豆・こしょうを加え混ぜ、小麦粉を振り入
れ弱火で炒め、粉っぽさが無くなったら牛乳を半量入
れてよく混ぜ合わせ、残りの牛乳を加えてとろみが出
るまでよく混ぜて火を止める。

⑤グラタン皿にさつま芋を並べて④を入れて広げ、その
上に③をかけてブロッコリーをのせ、チーズを散らし
てオーブンでチーズが溶けるまで焼く。

　人参を電子レンジで加熱してか
ら炒めると、時間短縮できます。

　ピザ用チーズ
は冷めると固くな
るので、粉チーズ
に変更しても。

　村内食材を詰め込んだレシピ

一口メモ

わがまちのオススメ

調理時間

40分

　村内で作られている大豆・白葱・らっきょうを使って以
前考案した「丸ごと日吉津コロッケ」を、栽培の多いさつま
芋・ブロッコリーも加えてグラタンにアレンジしたレシピ
です。

さつま芋…·························………… 200g
ブロッコリー…································· 100g

　水煮大豆…····························…… 240g
　葱…………····························…… 120g
　人参………····························…… 120g
　油…································… 大さじ1･1/3
　こしょう……································… 少々
　小麦粉…································… 大さじ2
　牛乳………······························… 300ml

　甘酢らっきょう…····························· 30g
　トマトケチャップ…····················· 大さじ2
　中濃ソース······························… 大さじ1

　ピザ用チーズ…····························… 60g
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　鳥取県保険者協議会では、県内で活躍するイラストレーター・漫画家である小村博明さんのイラストを用いたチラシを作成し、鳥取県薬剤師会と協力し、10月に「40歳以上の国保加入者」および「40歳以上の被用者保険の
被扶養者」に向けた特定健診の受診勧奨を行います。かかりつけの薬剤師の方から対象者の方にお声掛けすることにより、より効果的に特定健診の重要性を啓発します。
　また、10月は、大山乳業と協力した広報（5ページに関連記事）、鳥取県国民健康保険団体連合会が実施する新聞折込広告も実施し、特定健診の受診率向上に向けて重点的に広報を行います。
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○
大
山
ま
き
ば
　み
る
く
の
里

　桝
水
高
原
の
す
ぐ

近
く
に
あ
る
放
牧
場

で
、搾
乳
体
験
、乗
馬

体
験
、乳
製
品
づ
く

り
体
験
な
ど
、豊
富

な
酪
農
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
体
験
可
能
で
す
。

代
名
詞
と
も
な
っ
て

い
る「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
」を
目
当
て
に
訪

れ
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

○
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　被
写
体
を
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
に
配
置

す
る
独
特
の
技
法
で
数
多
く
の
有
名
作

品
を
残
し
て
き
た
写
真
家

　植
田
正
治

の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
美
術
館
で

　大
山
を
は
じ
め
と
す
る
伯
耆
町
の
豊
か

な
自
然
を『
森
』、安
心
の
笑
顔
、希
望
や
情

熱
を
抱
く
人
々
を『
光
』と
表
現
し
、自
然

と
人
と
が
調
和
し
な
が
ら
、暮
ら
す
や
す

ら
ぎ
と
、訪
れ
る
楽
し
さ
が
共
に
実
感
で
き

る
ま
ち
を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

森と光が織りなすうるおいのまち 伯
耆
町

伯
耆
町

伯耆町データ
面　　　積  139.44㎢
人　　　口  10,090人　
世　帯　数  3,879世帯
高 齢 化 率  40.8％

国保世帯数  1,449世帯　
国保被保数  2,200人

（令和7年4月1日現在）

　伯
耆
町
は
、鳥
取
県
西
部
地
区
の
名

峰
大
山
の
麓
に
位
置
し
、の
ど
か
な
風
景

と
歴
史
あ
る
文
化
が
残
る
ま
ち
で
す
。

　全
国
共
通
の
少
子
高
齢
化
と
い
う
大

き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、充
実

し
た
子
育
て
・
教
育
環
境
や
、自
然
の
中

で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
安
心
感
の
中

で
、お
互
い
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

で
す
。

　特
産
品
と
し
て
は
、大
山
の
伏
流
水
を

使
用
し
た
本
格
的
な
地
ビ
ー
ル「
大
山
Ｇ

ビ
ー
ル
」が
あ
り
、

国
際
的
な
ビ
ー
ル

コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞

歴
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、大
山
の
天
然
水

と
地
元
産
の
酒
米

を
使
用
し
醸
造
し

た
銘
酒「
八
郷
」や
、

「
源
流
ど
ぶ
ろ
く
上

代
」も
人
気
で
す
。

大
山（
別
名
：
伯
耆
富
士
）を
正
面
に

構
え
る
伯
耆
町
で
す
が
、見
ど
こ
ろ
の
あ

る
観
光
地
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

○
天
空
リ
フ
ト

　大
山
の
裾
野
に
位
置
す
る
桝
水
高
原

に
整
備
さ
れ
て
い
る
天
空
リ
フ
ト
は
、冬

は
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
、夏
は
観
光
リ
フ
ト

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。頂
上
か
ら

は
、日
本
海
、弓
ヶ
浜
半
島
、島
根
半
島
の

パ
ノ
ラ
マ
が
一
望
で
き
ま
す
。

○
大
山
ペ
ン
シ
ョ
ン
村

西
日
本
最
大
級
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る

ペ
ン
シ
ョ
ン
村
で
、ホ
テ
ル
で
は
味
わ
え

な
い
よ
う
な
、個
性
的
か
つ
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
が
魅
力
的
な
宿
泊
施
設
で

す
。

伯
耆
町
紹
介

伯
耆
町
の
将
来
像

「
森
と
光
が
織
り
な
す

　
　
　
　う
る
お
い
の
ま
ち
」

伯
耆
町
の
５
つ
の
基
本
方
針

健
康
づ
く
り

○
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　地
域
の
中
で
支
え
あ
い
な
が
ら
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
、家
庭
や
職
場
、

身
近
な
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
、誰
も
が

自
立
し
た
日
常
生
活
、社
会
活
動
を
営
む

た
め
の
支
援

○
住
民
と
と
も
に
創
る
持
続
可
能
な
ま
ち

　移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
関
係
人
口
の

拡
大
、効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運

営
、情
報
公
開
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の

支
援　こ

の
よ
う
に
、伯
耆
町
で
は
、住
む
人
に

も
訪
れ
る
人
に
も
魅
力
的
な
街
に
な
る
た

め
に
、住
民
主
役
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
④

検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　検
査
後
も
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を

継
続
す
る
た
め
、保
健
師
や
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
等
に
よ
る
事
後
フ
ォ
ロ
ー
会

議
を
２
カ
月
に
１
回
開
催
し
、必
要
に
応

じ
て
個
別
訪
問
や
か
か
り
つ
け
医
と
の
連

絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
伯
耆
町
に
お
け
る
認
知
症

対
策
事
業
で
は
、認
知
症
や
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
方
、

そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、医
療・介
護・福
祉
の
関
係
機
関
、地
域

住
民
、民
間
企
業
等
が一体
と
な
っ
て
支
え

あ
う
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　伯
耆
町
で
は
、「
正
し
い
理
解
か
ら
事
後

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
」を
テ
ー
マ
に
、地
域
連
携

に
よ
る
認
知
症
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
①

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解

　認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
普
及
啓
発

活
動
と
し
て
、情
報
誌「
オ
レ
ン
ジ
ガ
イ

ド
」を
２
カ
月
に
１
回
、町
広
報
誌
に
折

込
、全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。作
成
に
当

た
っ
て
は
、専
門
職
種
で
構
成
し
た
広
報

部
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

○
住
み
よ
さ
を
感
じ
る
ま
ち

　生
活
の
利
便
性
や
快
適
性
な
ど
定
住
の

た
め
の
環
境
整
備
、住
民
生
活
の
安
心
安

全
を
守
る
消
防・防
災
対
策
強
化

○
地
域
産
業
を
育
む
ま
ち

　農
業・林
業・畜
産
業
な
ど
の
活
性
化
に

向
け
た
支
援
の
強
化
、広
域
連
携
に
よ
る

観
光
推
進
、既
存
企
業
へ
の
支
援
や
企
業

誘
致
の
推
進

○
健
や
か
で
心
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち

　学
校
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
町
の
将
来

を
担
う
人
材
育
成
、地
域
の
自
然
や
歴
史

を
伝
承
す
る
機
会
の
確
保
、一
人
ひ
と
り

の
住
む
喜
び
や
地
域
へ
の
愛
着
醸
成

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
②

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ
る
簡
易
検
査

　早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
取
組
み
と
し

て
、エ
ー
ザ
イ
㈱
が
開
発
し
た「
の
う
Ｋ
Ｎ

Ｏ
Ｗ
Ⓡ
」を
活
用
し
て
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ

る
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。集
団
健
診
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
保
健
事
業
等
を
活
用
し
、ご
自
身
の
脳
の

健
康
度
を
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
で
認
知
症
を

正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、検
査
実
施
時
に
は
、「
の
う
Ｋ

Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ⓡ
」サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、簡
単
な
説
明
や

検
査
の
補
助
を
し
て
く
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
③

認
知
症
に
関
す
る
検
査

第
一
段
階：も
の
忘
れ
検
診

　↓
町
内
医
療
機
関
に
委
託
し
、認
知
機

　
　能
検
査
を
実
施
し
、認
知
症
の
疑
い

　
　の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。（
自
己
負

　
　担
な
し
）

　第
二
段
階：認
知
機
能
精
密
検
査

　↓
も
の
忘
れ
検
診
で
認
知
症
の
疑
い
あ

　
　り
と
判
定
さ
れ
た
方
へ
、精
密
検
査

　
　を
勧
め
ま
す
。頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ

　
　等
の
医
師
が
必
要
と
認
め
る
検
査

　
　を
実
施
し
、自
己
負
担
額
に
つ
い
て

　
　は
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

す
。そ
の
独
特
の
ス
タ
イ
ル
は「
Ｕ
ｅ
ｄ
ａ

‐

ｃ
ｈ
ｏ（
植
田
調
）」と
さ
れ
、国
際
的
に

も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

※

「
の
う
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ⓡ
」は
医
療
機
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。疾
病
の
診
断
又

　は
予
防
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

伯耆町

２3



特定健診等の受診勧奨
国保連合会ニュース

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
④

検
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　検
査
後
も
き
め
細
や
か
な

サ
ポ
ー
ト
を
継
続
す
る
た

め
、保
健
師
や
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
等
に
よ
る
事

後
フ
ォ
ロ
ー
会
議
を
２
カ
月

に
１
回
開
催
し
、必
要
に
応

じ
て
個
別
訪
問
や
か
か
り
つ

け
医
と
の
連
絡
調
整
を
行
い

ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
伯
耆
町
に
お

け
る
認
知
症
対
策
事
業
で

は
、認
知
症
や
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
方
、

そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、医
療
・
介
護
・

福
祉
の
関
係
機
関
、地
域
住

民
、民
間
企
業
等
が
一
体
と

な
っ
て
支
え
あ
う
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
ま
す
。

伯耆町における認知症地域連携

※「のうＫＮＯＷⓇ」は医療機器ではありません。疾病の診断又は予防に使用されることを目的としたものではありません。

白
バ
ラ
牛
乳
と
連
携
し
た
広
報

　鳥
取
県
保
険
者
協
議
会（
鳥
取
県
内
の

保
険
者
が
地
域
・
職
域
を
超
え
て
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
団

体
。）で
は
、特
定
健
診
等
受
診
率
向
上
へ
の

取
組
み
と
し
て
、日
用
品
な
ど
日
常
生
活
の

中
で
よ
く
目
に
す
る
素
材
を
活
用
し
て
、健

診
受
診
を
周
知
す
る
取
組
み
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、大
山
乳
業
農
業
協
同
組
合
と
連

携
し
て
、白
バ
ラ
牛
乳
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
使

用
し
た
広
報
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　令
和
７
年
10
月
か
ら
約
２
か
月
間
、県
内

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
に
、健
診
の

受
診
を
促
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
白

バ
ラ
牛
乳
が
並
び
ま
す
。

　牛
乳
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表
示
さ
れ
た
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
、特
定
健
診
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
健
診
を
紹
介
し
た
専
用
サ
イ
ト
に

遷
移
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　専
用
サ
イ
ト
で
は
、皆
さ
ん
の
加
入
し
て

い
る
保
険
者
や
年
齢
な
ど
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
か
ら
、皆
さ
ん
の
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

健
診
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
会
と
連
携
し
た
広
報

そ
の
他
の
広
報

　県
民
全
体
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
大
山
乳
業

と
連
携
し
た
広
報
と
時
期
を
併
せ
て
、国
保
被
保
険
者

や
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
な
ど
健
診
受
診
率
の
低
い

方
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
広
報
を
鳥
取
県
薬
剤
師
会

と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　県
内
で
活
躍
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー・漫
画
家
で
あ

る
小
村
博
明
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
た
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、10
月
に
保
険
薬
局
の
窓
口
を
訪
れ
た「
４０
歳
以
上

の
国
保
加
入
者
」お
よ
び「
４０
歳
以
上
の
被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
」に
対
し
て
、か
か
り
つ
け
の
薬
剤
師
の
方
か

ら
特
定
健
診
の
重
要
性
を
啓
発
し
ま
す
。

　チ
ラ
シ
の
裏
面
に
は
、Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
分
か
り
や
す

く
、特
定
健
診
の
疑
問
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、生
活
習

慣
病
な
ど
で
既
に
通
院
中
の
方
が
、か
か
り
つ
け
医
と
相

談
の
う
え
、特
定
健
診
の
代
わ
り
に
実
施
す
る「
み
な
し

健
診
」と
い
う
仕
組
み
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
に
も
、例
年

実
施
し
て
い
る
特
定
健

診
の
受
診
勧
奨
を
目
的

と
し
た
新
聞
折
込
広
告

も
同
時
期
に
実
施
す
る

こ
と
で
、相
乗
効
果
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、令
和
７
年

度
は
、県
民
の
皆
様
に

楽
し
み
な
が
ら
特
定
健

診
の
受
診
や
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
と
っ
と
り
健
活
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」も
実
施
し

て
お
り
、重
点
的
な
広

報
を
行
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
A

グ
ル
ー
プ
Ｃ

健保組合・ 共済組合に加入しているご本人とご家族、 
または、 協会けんぽに加入している方のご家族の方

国民健康保険・国民健康保険組合に
加入している方

被保険者
( 本人 ) 市町村

国民健康保険

市町村の
住民健診

（若年者健診）

国民健康保険
組合が

実施する健診

特定健診 特定健診

国民健康保険
組合

～39歳 事業主健診
( 定期健診 )

市町村の住民健診
（若年者健診）

特定健診事業主健診(定期健診)
又は特定健診40～74歳

～39歳

40～
　74歳

被扶養者
(家族 )

グ
ル
ー
プ
B

協会けんぽに加入している方ご本人

被保険者 ( 本人 )

～34歳 事業主健診 ( 定期健診 )

生活習慣病予防健診35～74歳

グ
ル
ー
プ
D

後期高齢者医療制度の被保険者の方、後期高
齢者医療制度では、被保険者の方 (75歳以上
の方、もしくは65歳から75歳までの方で障が
いがあり後期高齢者医療広域連合に加入を
認められた方) の糖尿病等の生活習慣病の早
期発見のため健康診査を実施しています。

ご加入の健康保険は何ですか？

健保組合、
共済組合
(公務員・
被扶養者)

全国健康
保険協会
(協会けんぽ)

国民健康保険、
国民健康
保険組合

後期高齢者
医療制度

被扶養者 被保険者

グループ
A

グループ
B

グループ
C

グループ
D

対象は　　　　　  
  歳のあなた！

毎年必ず受診しまし
ょう。対象は　　　　　  
  歳のあなた！

毎年必ず受診しまし
ょう。

40～7440～74

一般社団法人 鳥取県
薬剤師会・鳥取県保

険者協議会

一般社団法人 鳥取県
薬剤師会・鳥取県保

険者協議会

みんなも楽しみながら
健康づくりに取り組んでほしいゾウ！
とっとり健活スタンプラリーの詳細は、
横の二次元コードからアクセス！！

実施フロー図  ～正しい理解から事後フォローまで～
正しい理解 早期発見

早期対応

きめ細やかな
個別対応

認知症に関する
正しい知識の普及啓発

もの忘れ検診第 1段階：認知機能検査

第 2段階：認知機能精密検査

もの忘れ相談会

認知症に関する検査

タッチパネルによる
簡易検査

検査後のフォローアップ（認知症及びMCIと診断された方等）

保健師、認知症地域支援推進員、管理栄養士、生活支援コーディネーター等によるフォロー
• 定期的受診
• 健康管理指導
• 集落健康運動教室
• 初期集中

• もの忘れ検診定期検査
• 認知症予防教室
• 健康サロン
• 家族会

• 
• 介護申請
• 事前登録
• オレンジカフェ

• 運動習慣の獲得
• 運転免許証自主返納
• 医療機関と連携等

アルツハイマー病治療薬補助金交付事業

伯耆町 保険者紹介
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は
じ
め
に

日
野
病
院
は
80
年
以
上
、こ
の
地
の
医
療

を
支
え
て
き
ま
し
た

　昭
和
15
年
、日
野
町
根
雨
で
開
院
し
、

震
災
を
乗
り
越
え
、平
成
12
年
に
現
在
の

地
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　診
療
所
や
介
護
事
業
も
展
開
し
、日
野

郡
か
ら
米
子
市
・
岡
山
県
北
部
ま
で
幅

広
く
医
療
を
届
け
て
い
ま
す
。

　令
和
５
年
度
に
は
、全
国
で
も
数
少
な

い
「
自
治
体
立
優
良
病
院
表
彰
（
総
務

大
臣
表
彰
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　そ
れ
は
、地
域
の
信
頼
と
支
え
の
証
で

す
。

　
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
た
め
に

　米
子
市
の
大
病
院
ま
で
は
車
で
約
50

分
。「
で
き
る
だ
け
こ
の
地
域
で
治
療
を

完
結
さ
せ
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、21

の
診
療
科
を
整
備
し
、鳥
取
大
学
か
ら
の

医
師
派
遣
で
専
門
医
療
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

〇
手
術
が
で
き
る
病
院

　外
科
・
整
形
外
科
・
眼
科
の
手
術
に

対
応
。慣
れ
親
し
ん
だ
土
地
で
手
術
を
受

け
ら
れ
る
安
心
は
、何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
も
の
で
す
。

〇
透
析
医
療
の
充
実

　週
２
〜
３
回
、１
回
４
〜
５
時
間
か
か

る
透
析
治
療
。そ
の
負
担
を
少
し
で
も
減

ら
す
た
め
、地
域
で
透
析
を
受
け
ら
れ
る

■
在
宅
介
護
支
援
事
業
所

　「自
宅
で
過
ご
す
安
心
」を
支
え
る
場

所
で
す
。

• 

看
護
師
に
よ
る
訪
問
看
護

• 

理
学
療
法
士
な
ど
に
よ
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

• 

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を
通
じ
て
、ご
家
族

と
共
に
生
活
を
支
え
ま
す
。

■
診
療
所

　黒
坂
診
療
所
、二
部
診
療
所
で
は
、通

い
や
す
さ
と
身
近
さ
を
大
切
に
し
な
が

ら
、安
心
で
き
る
医
療
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
施
設
の
概
要

施
設
と
機
能

　〜
こ
こ
で
完
結
で
き
る
安
心
〜

■
病
院
（
21
診
療
科
・99
床
）

　一
般
病
床
38
床
と
、退
院
に
向
け
た
リ

ハ
ビ
リ
や
在
宅
準
備
を
行
う
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
61
床
を
備
え
て
い
ま
す
。

　地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
は
、

•  

急
な
病
気
の
治
療
が
終
わ
っ
た
後

•  

自
宅
に
戻
る
準
備
期
間

• 

一
時
的
な
入
院
が
必
要
な
時

な
ど
、様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

　
学
び
を
育
て
、未
来
へ
つ
な
ぐ

〇
鳥
取
大
学
地
域
医
療
総
合
教
育
研
修

　セン
タ
ー

　医
学
部
５
年
生
全
員
と
、プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
志
望
の
６
年
生
の
実
習
を
受
け
入

れ
、地
域
医
療
の
現
場
で
学
び
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

〇
看
護
実
習
施
設

　大
学
・
専
門
学
校
・
高
校
か
ら
の
実
習

を
受
け
入
れ
、未
来
の
看
護
職
を
育
て
て

い
ま
す
。

　
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

〇
便
秘
エ
コ
ー

　看
護
師
が
超
音
波
検
査
で
便
秘
の
状
態

を
確
認
し
、一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
ケ
ア

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

病院長からひと言

日野病院
孝田 雅彦院長

　日野病院は、昭和15年の開院以来、85年にわたって
日野郡の医療に貢献してまいりました。
　人口の減少や高齢化が進む今、地域の皆さまにとっ
て、いつでも頼れる医療がすぐそばにあることの重要性
は、ますます高まっています。
　私たちは、皆さまの一番身近な「かかりつけ医」とし
て、また専門医療への大切な窓口として、急な病気や怪
我の治療から、社会復帰を目指すリハビリ、そしてご自
宅で安心して療養できるための在宅医療まで、継続して
皆さまの健康を守ります。
　「地域にあってこその日野病院であり、日野病院あっ
てこその日野郡」。この言葉を胸に、これからも職員一
丸となって、より良い医療の提供に努めてまいります。

　
日
野
病
院

日野病院では、看護師・薬剤師・臨床放射線技師・社会福祉士など、さまざまな職種の仲間を
募集しています。ぜひ私たちと一緒に、地域医療の未来をつないでいきましょう。職員募集

【
決
算
報
告
】

　日
野
病
院
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
決
算
ま
で
（
平
成
27
年
度
を
除

き
）、
黒
字
経
営
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　こ
れ
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
信
頼
と
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の
積
み
重
ね
に

よ
る
成
果
と
も
言
え
ま
す
。

　今
後
も
引
き
続
き
経
営
改
善
に
努
め
、

地
域
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
病
院
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　持
続
可
能
な
医
療
の
か
た
ち
を
、
こ
こ

日
野
か
ら
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　黒
坂
診
療
所
は
今
年
で
開
設
20
年
を

迎
え
、こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、変

わ
ら
ぬ
信
頼
と
安
心
を
届
け
ら
れ
る
診

療
所
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

〇
高
度
医
療
機
器
の
整
備

　Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
最
新
の
画

像
診
断
機
器
で
、迅
速
か
つ
正
確
な
診
断

を
行
い
、地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
ま

す
。

〇
人
間
ド
ッ
ク
、検
診
事
業

　人
間
ド
ッ
ク
、脳
ド
ッ
ク
、全
身
が
ん

検
診
「
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｂ
Ｓ（
ド
ゥ
イ
ブ
ス
）」な

ど
、豊
富
な
検
診
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

　ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ご
希
望
に
合
わ

せ
て
、最
適
な
コ
ー
ス
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

〇
看
護
の
宅
配
便

　健
康
相
談
や
見
守
り
活
動
を
行
い
、地

域
を
巡
回
。認
知
症
予
防
サ
ロ
ン
や
運
動

教
室
に
も
参
加
し
、「
ま
ち
の
保
健
室
」と

し
て
地
域
の
健
康
を
支
え
て
い
ま
す
。

〇
日
野
郡
の
医
療
連
携

　個
々
の
医
療
機
関
だ
け
で
は
対
応
が
困

難
な
機
能
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。日
南

病
院
、江
尾
診
療
所
と
連
携
し
、互
い
に
補

完
し
合
う
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

〇
行
政
機
関
と
の
連
携

　地
域
医
療
の
充
実
に
は
、行
政
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
す
。令
和
７
年
度
か
ら
は
、

日
野
町
・
江
府
町
・
日
南
町
の
３
町
に
よ

る
共
同
雇
用
に
よ
り
、小
児
科
医
の
派
遣

を
受
け
て
い
ま
す
。

　全
国
の
病
院
の
７
割
以

上
が
赤
字
と
い
う
厳
し
い

時
代
。そ
れ
で
も
私
た
ち

は
、こ
の
病
院
を
地
域
に
根

づ
か
せ
、未
来
へ
つ
な
ぐ
使

命
が
あ
り
ま
す
。

　県
・
町
・
大
学
病
院
・

近
隣
医
療
機
関
・
介
護
施

設
、そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま

と
共
に
、こ
の
地
域
の
命
と

暮
ら
し
を
守
り
続
け
ま
す
。

地
域
と
共
に
、未
来
へ

67

い
「
自
治
体
立
優
良
病
院
表
彰
（
総
務

大
臣
表
彰
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　そ
れ
は
、地
域
の
信
頼
と
支
え
の
証
で

す
。

　
施
設
の
概
要

施
設
と
機
能

　〜
こ
こ
で
完
結
で
き
る
安
心
〜

■
病
院
（

　一
般
病
床

ハ
ビ
リ
や
在
宅
準
備
を
行
う
地
域
包
括
ケ

ア
病
床

　地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
は
、

•  

急
な
病
気
の
治
療
が
終
わ
っ
た
後

•  

自
宅
に
戻
る
準
備
期
間

• 

一
時
的
な
入
院
が
必
要
な
時

な
ど
、様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

命と暮らしを守る、この地域の「最後の砦」



　王子製紙（株）と日吉津村・日吉津村議会が協働で平成5年度から整備を進
め平成２６年３月に完成した桜堤は、満開時期には約４００ｍの桜のトンネル内
を歩くことができます。村外からお花見に来られる方も増え、写真撮影スポット
にもなっています。

日吉津村

福祉保健課 健康対策室　
課長補佐兼室長  段塚 万琴

作り方のポイント

栄養士紹介

けんぞう’s キッチン
　丸ごと日吉津グラタン

栄養価 (１人分）

材料（4人分）
作り方

エネルギー：
たんぱく質： 　
脂　　　質：

337Kcal
16.0g
14.7g

42.2g
1.2g

　254㎎

炭 水 化 物： 
食塩相当量：
カルシウム：　

①さつま芋は皮付きのまま1㎝厚さのいちょう切りにし
て水にさらし、６００Ｗの電子レンジで３分程度軟らか
くなるまで加熱する。ブロッコリーは小房にほぐし、
６００Ｗの電子レンジで１分３０秒程度加熱する。
②水煮大豆は粗くつぶし、葱は粗みじん、人参は薄めの
いちょう切りにする。

③らっきょうは粗みじんに切り、トマトケチャップ・中濃
ソースと混ぜ合わせておく。

④フライパンに油を熱して人参・葱を炒め、人参に火が
通ったら大豆・こしょうを加え混ぜ、小麦粉を振り入
れ弱火で炒め、粉っぽさが無くなったら牛乳を半量入
れてよく混ぜ合わせ、残りの牛乳を加えてとろみが出
るまでよく混ぜて火を止める。

⑤グラタン皿にさつま芋を並べて④を入れて広げ、その
上に③をかけてブロッコリーをのせ、チーズを散らし
てオーブンでチーズが溶けるまで焼く。

　人参を電子レンジで加熱してか
ら炒めると、時間短縮できます。

　ピザ用チーズ
は冷めると固くな
るので、粉チーズ
に変更しても。

　村内食材を詰め込んだレシピ

一口メモ一口メモ

わがまちのオススメ

調理時間

40分

　村内で作られている大豆・白葱・らっきょうを使って以
前考案した「丸ごと日吉津コロッケ」を、栽培の多いさつま
芋・ブロッコリーも加えてグラタンにアレンジしたレシピ
です。

さつま芋…·························………… 200g
ブロッコリー…································· 100g

　水煮大豆…····························…… 240g
　葱…………····························…… 120g
　人参………····························…… 120g
　油…································… 大さじ1･1/3
　こしょう……································… 少々
　小麦粉…································… 大さじ2
　牛乳………······························… 300ml

　甘酢らっきょう…····························· 30g
　トマトケチャップ…····················· 大さじ2
　中濃ソース······························… 大さじ1

　ピザ用チーズ…····························… 60g
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　鳥取県保険者協議会では、県内で活躍するイラストレーター・漫画家である小村博明さんのイラストを用いたチラシを作成し、鳥取県薬剤師会と協力し、10月に「40歳以上の国保加入者」および「40歳以上の被用者保険の
被扶養者」に向けた特定健診の受診勧奨を行います。かかりつけの薬剤師の方から対象者の方にお声掛けすることにより、より効果的に特定健診の重要性を啓発します。
　また、10月は、大山乳業と協力した広報（5ページに関連記事）、鳥取県国民健康保険団体連合会が実施する新聞折込広告も実施し、特定健診の受診率向上に向けて重点的に広報を行います。
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